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　１０月２６・２７日、ヤマト運輸長万部支店にて従業員１０名を対

象に、「認知症サポーター養成講座」を開催し、仕事後でお疲

れにもかかわらず、認知症の基礎知識や接し方など、熱心に

学んでいただきました。

　日頃より、配達業務等で高齢者とのかかわりが多い皆さん

は、“地域で見守り、支える”認知症サポーターとして心強い

存在になります！

町内に認知症サポーターが、新たに誕生！

　「認知症サポーター」とは、認知症について正しく理解し、認知症の人や

その家族を温かく見守り支援する人のことです。講座の所要時間は６０分～

９０分程度で、受講者には、“認知症の人を応援します”という意思を示す目

印の“オレンジリング ”と“テキスト”が渡されます。平成２６年度よりテ

キストもリニューアルされ、内容もよりわかり易くなっています。一度受

講された方も、初めての方も、認知症について一緒に学びませんか？

認知症サポーター養成講座とは？

認知症サポーターの証

【オレンジリング】

☆少人数でも、出前講座を開催します。まずは、地域包括支援センターへご相談ください。

　料金は「町指定ごみ袋」でもお支払いできます。
　長万部町指定のごみ袋には、長万部町証紙　30円・60円・120円
などと金額が記載されています。
　ごみ袋はごみの入れ物という意味だけでは無く、証紙（発行してい
る長万部町に支払うごみ処理代金にあてるお金）でもあります。
　従って、リレーポート山越で発行される計量票により支払う代金を
その場で支払いしたい場合には、その金額に見合う
以上の証紙（ごみ袋）で納めることができます。
　計量票をリレーポートの窓口へ提出する際に証紙
（ごみ袋）で支払うことを伝えて、お支払いください。

【お問い合わせ先】町民課生活環境係　☎2−2453

ババスス停停がが移移動動ししままししたた
　これまで、函館バスの函館線バス
停は本町通沿いにあり、屋根がない
ことから、町民のみなさんより、改
善を望む声が多く出されていました。
　この度、函館バスとの協議により、
せたな線同様、駅前広場への乗り入
れが了解され、11月より駅前広場内
のシェルターから乗り降りができる
ようになりました。
　シェルターも近く改修が予定
されていますので、バスの乗
り降りが便利になります。

バス停が移動しましバス停が移動しましたたリレーポート山越へ燃やすゴミを直接搬入される方へ


